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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月11日(2018.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　しかし、ユニットケースは、例えば、金属板のプレス絞り加工後に、開口端側を打ち抜
くことで有底円筒状に形成される。ユニットケースの開口端縁は、打ち抜きの切断面とな
る。そのため、ユニットケースの開口端縁には、数１０μｍ－数１００μｍの凹凸が形成
される。このようなユニットケースをかしめると、回路基板の接地パターンは、凹凸のあ
るユニットケースの開口端縁に押圧される。このとき、回路基板の接地パターンとユニッ
トケースの開口端縁との間には、接触しない部位や強く接触する部位がある。すなわち、
ユニットケースの内部の音響変換器の固定と、音響変換器の接地の確保とは、不安定とな
る。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、音響変換器と、音響変換器が収納されるユニットケースと、を有してなるコ
ンデンサマイクロホンユニットであって、ユニットケースの内周面には、突起部が形成さ
れ、音響変換器は、ユニットケースの内部に収納されて突起部に係止される、ことを特徴
とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
【図１】本発明にかかるコンデンサマイクロホンユニットの実施の形態を示す平面図であ
る。
【図２】図１のコンデンサマイクロホンユニットのＡ－Ａ線断面図である。
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【図３】図２のコンデンサマイクロホンユニットの突起部が形成される前の組み立て状態
を示す断面図である。
【図４】図３のコンデンサマイクロホンユニットの分解断面図である。
【図５】図２のコンデンサマイクロホンユニットのＢ－Ｂ線断面図である。
【図６】本発明にかかるコンデンサマイクロホンの右側面視断面図である。
【図７】図６のコンデンサマイクロホンのＣ－Ｃ線断面図である。
【図８】図６のコンデンサマイクロホンが備える音声信号出力回路基板と付勢部材との分
解図である。
【図９】図８の音声信号出力回路基板と付勢部材とのＥ矢視側面図である。
【図１０】図７のコンデンサマイクロホンのＤ－Ｄ線断面図である。
【図１１】図６のコンデンサマイクロホンユニットと音声信号出力回路基板との要部拡大
図である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　固定極２４は、金属製の円板である。固定極２４は、後述するとおり振動板２１に対向
して配置されて、振動板２１と共にコンデンサを構成する。コンデンサの静電容量は、音
波導入孔１０ｈからユニットケース１０の内部に入る音波により振動板２１が振動するこ
とで変化する。固定極２４の振動板２１と対向する面（前面）には、エレクトレット板が
貼り付けられる。固定極２４とエレクトレット板とは、いわゆるエレクトレットボードを
構成する。固定極２４には、固定極２４の厚さ方向（前後方向）に貫通する複数の音孔２
４ｈが形成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　固定極２４と絶縁体２５と支持体２６と音響抵抗材２８と後部メッシュ材２９とは、一
体にユニットケース１０の内部に嵌入される。なお、固定極２４と絶縁体２５と支持体２
６と音響抵抗材２８と後部メッシュ材２９とは、個別にユニットケース１０の内部に収納
されてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　なお、本実施の形態にかかるマイクロホンユニット１は、振動板２１の前後に音源から
の音波を導入する単一指向性のマイクロホンユニットである。しかし、本発明にかかるマ
イクロホンユニットの指向性は、単一指向性に限定されない。すなわち、例えば、マイク
ロホンユニットは、支持体の収納部に音孔を設けない無指向性のマイクロホンユニットで
もよい。この場合、固定極と収納部との間は、音響抵抗材が収納されない空気室として機
能する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　付勢部材５０は、支持体２６の収納部２６ａの底部に当接される。すなわち、付勢部材
５０は、音響変換器２０と回路基板４０との間に配置される。支持体２６と付勢部材５０
とは、電気的に接続される。そのため、支持体２６（音響変換器２０）と信号パターン４
２（回路基板４０）とは、電気的に接続される。回路基板４０がユニットケース１０に嵌
入されたとき、回路基板４０からの応力は、付勢部材５０を介して音響変換器２０に伝わ
る。この応力の一部は、板バネである付勢部材５０が圧縮されることにより吸収される。
つまり、付勢部材５０は、音響変換器２０と回路基板４０との間の緩衝材の役割を果たす
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　回路基板４０は、後端が後部ケース７０の凹状の前端面に挿入されて後部ケース７０に
固定される。このとき、図示されないが、回路基板４０の接地パターン４１の一部と、後
部ケース７０とは、電気的に接続される。すなわち、マイクロホンケース６０と後部ケー
ス７０とは、接地パターン４１を介して接地される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　次いで、マイクロホンユニット１と、ユニットカバー３０と、回路基板４０と、付勢部
材５０と、後部ケース７０の一部とは、マイクロホンケース６０の開口側からマイクロホ
ンケース６０の内部に挿入されて、マイクロホンケース６０に収納される。マイクロホン
ケース６０の開口端（後端）は、後部ケース７０の受部７１に当接する。この状態で、後
部ケース７０は、不図示のネジによりマイクロホンケース６０に固定されて、図６に示さ
れる状態になる。マイクロホンケース６０の前部音波導入孔６０ｈ１と、ユニットケース
１０の音波導入孔１０ｈとは、ユニットカバー３０の音波導入孔３０ｈを介して連通する
。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
Ｍ　　　　コンデンサマイクロホン
１　　　　コンデンサマイクロホンユニット
１０　　　ユニットケース
１０ａ　　突起部
１０ｈ　　音波導入孔
２０　　　音響変換器
２１　　　振動板
２２　　　振動板保持体
２３　　　スペーサ
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２４　　　固定極
２４ｈ　　音孔
２５　　　絶縁体
２５ａ　　前半部
２５ｂ　　後半部
２５ｃ　　段部
２６　　　支持部
２６ａ　　収納部
２６ｂ　　鍔部
２６ｈ　　音孔
２７　　　前部メッシュ材
２８　　　音響抵抗材
２９　　　後部メッシュ材
３０　　　ユニットカバー
３０ｈ　　音波導入孔
４０　　　回路基板
４０ａ　　短幅部
４０ｂ　　切欠部
４０ｃ　　切欠部
４１　　　接地パターン
４２　　　信号パターン
５０　　　付勢部材
６０　　　マイクロホンケース
６０ｈ１　前部音波導入孔
６０ｈ２　後部音波導入孔
６０ｈ３　ネジ穴
７０　　　後部ケース
７１　　　受部
８０　　　メッシュ材
９０　　　マイクケーブル
【手続補正１１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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